
 

 

 

 

 

 

 

２学期がスタート 

教 頭 大山 伸吾 

 

改めまして、今春、手稲養護学校より参りました大山伸吾（おおやましんご）と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

白糠養護学校は、豊かな自然に囲まれ、充実した施設設備の中で、一人ひとりの生徒とじ

っくり関わることができる学校と感じました。 

 校歌を読んでみますと、「強い身体を 鍛えよう」「清い心を 育てよう」「学びの道を

 拓きつつ」「輝く未来 究めよう」など言葉の一つひとつのフレーズに、この学校で学ぶ

生徒への思いが込められていることがわかります。 

 これまでの歴史と伝統を受け継ぎながら、この学校で学ぶことができて良かったと思って

もらえるように先生方と一緒に努力していきたいと決意を新たにしたところです。 

８月２３日（月）に、２学期の始業式を行いました。新型コロナウイルスの「第５波」が

拡大する中、昨年度に引き続き夏休みを心の底から楽しむというのは難しかったように思い

ます。そのような中でも、東京オリンピック・パラリンピックが開催され、選手が懸命に努

力する姿をテレビ越しに目にすると、「コロナが無ければ」と思わずにはいられませんでし

た。やはり、大勢の観客の下で、大きな声援を受けながらプレーしてもらいたかったです。

生徒の皆さんや保護者・学園の皆さんは、どんな感想をお持ちになりましたか。 

２学期は、じっくり学習に取り組むことができる学期と言われています。各教科に加えて、

宿泊・見学旅行、学習発表会や他校との交流学習などを行事も予定していましたが、緊急事

態宣言発令に伴い、一部学習活動の中止や延期を余儀なくされています。しかし、これらの

活動により、生徒の確かな成長へとつながっていくと感じていますので、できる限りの実施

を考えています。よい経験は、明日への希望や勇気の原動力となります。また、心に残るよ

い思い出となるような学習活動を目指していきたいと思います。 

新型コロナウイルス感染症対策としては、いわゆる３密（密閉・密集・密接）の回避や消

毒の徹底など、できることは全て行うという姿勢で取り組んでいます。学習活動におきまし

ても、感染リスクを避けるよう工夫して進めているところです。これからもご家庭に対して、

感染症対策に対するご協力をお願いする場面があるかと思いますが、どうぞよろしくお願い

いたします。 
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【お問い合わせ先】 

北海道白糠養護学校 学芸部 
〒０８８―０３５１ 白糠町和天別１４７―２ 

TEL／FAX    ０１５４７－２－５３５３ 

代表メール  hakuyou@hokkaido-c.ed.jp 

HP http://www.shiranuka-yougo.hokkaido-c.ed.jp/ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈後期の主な行事〉 

※新型コロナウィルスの状況により日程に変更等がある場合があります。 

 

 

 

 

今年度の学習発表会は 10 月 30日（土）に予定されていましたが、緊急事態宣言の延長による各行

事の延期に伴い、11 月 20 日（土）に開催することになりました。中学部 3 名１演目、高等部 9 名

は 2 つのグループに分かれて前半、後半の演目で発表をする予定です。これから道具の準備、練習等

進めていきます。昨年度同様、今年度もコロナウイルス感染症対策として保護者、学園職員のみの参

観とさせていただきます。学習発表会当日の様子は、後日ホームページ等でお知らせいたしますので、

ご覧ください。 

                                （学芸部：千葉 みちる） 

 

 

 

 

 

今年度はコロナ禍により開催できるかどうか危ぶまれましたが、7 月 20 日に無事開催する

ことができました。例年は保護者や茶路こども園さんなど外部の方をお招きして開催していま

したが、規模を縮小し、校内の生徒のみで行いました。 

今回は劇団たんぽぽさんに来てもらい、「おはなしレストラン」という演劇を鑑賞しました。

夢や希望が持てずに落ち込んでいる主人公の少年が「おはなしレストラン」に入店し、ブレー

メンの音楽隊などの物語の世界に店員と一緒に実際に入ってそのキャラクターと様々な体験

することを通して自信を取り戻していくお話でした。体育館に設置された特設の舞台を使い、

歌唱や人形を用いた表現などさまざまな演劇の手法を用いられていました。生徒たちは演者の

方が見せる迫真の演技に対して引き込まれるように集中して鑑賞していました。 

（学芸部：加藤 優） 

      

令和 3年度  鑑 賞 会 

１０月 ４日（月）～１５日（金） 教 育 実 習 

１０月２１日（木）～２２日（金） 中学部宿泊学習 

１０月２７日（水）～２９日（金） 高等部見学旅行 

11月 20日（土）        学 習 発 表 会 

12月 24日（金）         第２学期終業式 

１月 19日（水） 第３学期始業式 

２月１３日（日） 第３回 参観日 

３月１３日（日） 卒業証書授与式 

３月２４日（水） 修  了  式 

 

学習発表会開催のお知らせ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

～各学部の様子～ 

 

８月３１日に、北海道肢体不自由養護学校体育大会がオンライン開催され、中学部の生徒３

名が参加しました。リラックスした雰囲気の中、練習の成果を十分に発揮して、好成績を残す

ことができました。また、本校の友達だけでなく、画面を通じて他校の生徒が競技に取り組む

姿を観戦することができ、貴重な機会となりました。 

（中学部：岩井 由貴子） 

 

      

 

 

 

今年度の高等部は、各学年３名の９名の生徒でスタートし、毎日元気に学習しています。 

高等部の学習で特徴的なものとして、「進路の学習」があります。年間で時間を設定し取り組ん

でいますが、その時間に学習するだけでなく、日常生活、学校生活の全てが卒業後の進路に関わ

ってきます。社会自立する力、社会参加する力、主体的に選択し意思決定する力、自ら行動する

力、心身の健康を保持する力が身につくように学習をすすめています。実際に社会体験学習など

を計画し、進路希望に応じて福祉施設等の体験をします。昨年度、今年度と新型コロナウイルス

感染症の影響によりなかなか思うように実施できない状況もありますが、校内でも工夫しながら

「進路の学習」を行っています。関係機関のみなさまには、ご協力いただきながら今後も社会体

験学習等進めていきたいと思います。 

（高等部：犬養 幸恵） 

       

中学部 

高等部 


